
 

令和６年度はこのようなことに社協会費を活用させていただきました（総額 3,375,230 円/令和５年度会費） 

★社協会費や寄付金などの自主財源は、社会福祉協議会にとって活動の自主性を高め、 

地域に根ざした福祉事業を行なっていくうえでとても貴重なものとなっています。 

基本目標 分  類 活動内容 配分金額 

安心・安全な 

仕組みづくり 

情報提供の充実 
広報・情報提供 年間 333,371 円 

法律相談・心配ごと相談 年間 127,198 円 

防災・交通安全・防犯の取り組み 災害時対応研修・災害支援 災害備蓄品 522,851 円 

要配慮者への見守り活動などの充実 ひとり暮らし高齢者の集いスマイル 11 回/97 名 109,172 円 

支えあいの 

まちづくり 

あらゆる世代への地域福祉の

学習と担い手の育成 

ボランティア活動助成 

（和歌山県社会福祉協議会） 

ボランティア養成講座・サマーボランティア等 

ボランティア団 体 150,000 円 

人口一人当たり 6 円 152,400 円 

年間 574,795 円 

思いやる心を育む環境づくり 福祉講座 年間 249,415 円 

地域福祉に携わる団体との協働 クリーン有田川運動 約 510 名 84,328 円 

自立を支える 

環境づくり 

健康を支える取り組み 住民活動センター事業 

（ボランティア保険・レク備品購入等） 

年間 375,000 円 

シニア世代・高齢者の社会参加 年間 51,000 円 

ふれあいの 

場所づくり 

地域でつくる交流の場づくり 在宅介護者支援事業 4 回/21 名 22,041 円 

サロン活動の充実 地域サロン活動助成 35 サロン 623,659 円 

令和６年度活動分（令和５年度会費）合計 3,375,230 円 

 

す。  

 

会費 


